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長野県塩尻市 先端産業振興室
一般財団法人 塩尻市振興公社

長野県塩尻市

官民共創による自動運転・MaaS・地域DXの推進

及び 地域デジタル人材の活用について



人口：約65,867人（R6.9.1）
予算：約311億円（R6FY当初）

長野県塩尻市について

塩尻市 先端産業振興室／塩尻市振興公社

面積：290k㎡
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南北：
38km

松本市・安曇野市と同圏域 奈良井宿

ワイン用ぶどうの栽培

ワイナリー16社

東西：18km

セイコーエプソン㈱様の拠点



塩尻市の目指す都市像
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塩尻市の地方創生・DXプロジェクト事例

塩尻市 先端産業振興室／塩尻市振興公社

シビックイノベーション拠点
「スナバ」

公設クラウドソーシング
×

自営型テレワークプロジェクト
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地域DXセンター
「core塩尻」

【交通DX】
自動運転社会実装
MaaS
AI活用型オンデマンドバス



【サマリー資料】 「KADO」（2010～）

業務分類 業務内容

デジタルデータ作成
・画像認識AI教師データ作成

・自動運転用３次元地図データ作成

バックオフィス
・経理、調達、人事、財務等

・各種データ入力、キッティング

自治体系業務

・AIオンデマンドバスオペレーション
・DX関連実証実験サポート
・GIGAスクールサポート
・住民向けデジタル活用支援事業
・コロナ経済対策サポート
・ワクチン接種サポート
・DX関連業務（RPA、デジアナ変換等）
・ふるさと寄附業務オペレーション

GIGAスクール
サポート

オンデマンドバス
オペレーション

3次元地図作成

Since 2010
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他自治体にKADOモデル
を横展開（ワークシェア等）

公設クラウドソーシング事業
✕ 自営型テレワーク推進事業



【サマリー資料】シビックイノベーション拠点「スナバ」（2018～）
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【サマリー資料】自動運転社会実装（2020～）
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【サマリー資料】地域DXセンター「core塩尻」（2023～）
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【サマリー資料】地域DXセンター「core塩尻」（2023～）
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塩尻市交通DX 全体像

塩尻市 先端産業振興室／塩尻市振興公社

2020

2025

担い手不足（運転士、DX）

自動運転実証実験開始【民間企業との関係性構築】

AI活用型オンデマンドバス実証実験・社会実装

MaaS/Beyond MaaS実証実験・社会実装

行政×民間企業×地域住民の
アライアンスによる交通DX

塩尻市
目指す都市像

次世代交通がもたらす
安心して便利に暮らせる

地域社会の”実感”

自動運転Lv4チャレンジ × 地域MaaS

官民共創プラットフォーム

課題

強み

地
域
イ
ン
パ
ク
ト

地域デジタル人材「KADO」 都市の規模感・機能集約

限定的な公共交通（JR、コミバス） 新たな地域課題

2025年を1次到達点とし、
地域のリソースを集中投資

・交通DX分野の企業等集積

・新たなDX分野へのチャレンジ

・小中高大学生へのDX体験

・地域デジタル人材の活躍
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塩尻市交通DX 産学官民共創体制

MaaS自動運転

先端産業振興室
都市計画課

地域住民
（自営型テレワーカー）

市内各自治会

地域交通DX連携企業等

＋

行政

地域

各種支援

連
携

協
力

参画
(DX)

支援

運営支援

産学官共創による
事業実施体制

（実証・実装）

住民共創（業務発注）
（3次元地図製作、デジタルデバイド対策等）

（管理法人機能）
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地域交通事業者



交通DXに取り組む背景

塩尻市 先端産業振興室／塩尻市振興公社

官民連携による自家用車から地域公共交通サービスへの転換

⚫ 高齢ドライバー増加による事故リスク増大

⚫ 塾や病院送迎等、現役世代への負荷

⚫ 自家用車所有による家計負担

⚫ まちづくりへの影響（駐車場確保、郊外化）

⚫ 環境配慮（カーボンニュートラル、シェアリングエコノミー）

背景

⚫ 公共交通サービスの不足（サービスレベル、種類）

⚫ ユーザーの意識改革（自家用車所有からの脱却）
課題

産学官民共創により既存サービスの高度化と新たなサービス創出に取り組む

実施区域：塩尻市全域（近隣市町村との連携も随時検討）
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交通DXに取り組む背景

塩尻市 先端産業振興室／塩尻市振興公社

“市街地の便利な暮らし”

“農山村集落の豊かな暮らし”

塩尻市の目指す都市像
＝田園都市構想

の両立

定時定路線バス

・1999年民間路線バス撤退
→市営コミュニティバス

・10路線
・年間コスト約１億円

JR

・近隣都市部への通勤・通学
（松本市まで約15分）

・市内移動は限定的
（１時間に１本）
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2020年の交通状況

その他

・タクシー事業者３社
・福祉輸送（市補助）



塩尻市交通DXの目指す姿

塩尻市 先端産業振興室／塩尻市振興公社

コンパクトシティ・プラス・ネットワーク

集落内交通
セミデマンドグリスロ・

カーシェア等

市街地交通
オンデマンドバス

＋自動運転

市街地～集落間交通
定時定路線バス
＋（自動運転）

自動運転

次世代の地域交通を支える基
盤技術として、技術・社会受
容性・事業化の観点から官民
連携で実証実験を推進し、
2025年の地域実装を目指す

MaaS

交通DX基軸とし、地域課題
の解決や地域住民のQOL向上
につながる新たなサービスを
開発・実装

オンデマンドバス

MaaS領域の具体的アウト
プット第一弾として、多くの
課題を抱える市街地コミュニ
ティバスを代替するサービス
として社会実装
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塩尻市交通DX 推進計画

塩尻市 先端産業振興室／塩尻市振興公社

塩尻市地域公共交通計画 塩尻市デジタル・トランスフォーメーション戦略

MaaSを地域DX
のリーディング
プロジェクトに
位置付け

関連する計画

• 塩尻市では、地域公共交通計画に加え、デジタル技術による革新的な都市機能の実装
などを目指すデジタル・トランスフォーメーション戦略（DX戦略）を策定

• DX戦略では、MaaSを地域DXのリーディングプロジェクトに位置付け、モビリティ
関連の各種取組を積極的に実施
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塩尻市DX戦略（2021.3～）
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打ち手の経緯（省庁支援の活用）
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2020

2021

2022

2019
2017 アイサンテクノロジー㈱と協業スタート ※自動運転とは別事業

自動運転技術の実用化に向けた包括連携協定締結（７者）

自動運転公道実証実験（Lv2、社会受容性向上目的）【地方創生】
【経済産業省「地域新MaaS創出推進事業」】

自動運転公道実証実験（Lv2、技術実証目的（遠隔等））
AI活用型オンデマンドバス実証実験

自動運転公道実証実験（Lv2、GSM、社会受容性向上目的）【地方創生】
自動運転公道実証実験（Lv2、インフラ協調（スマートポール））【地方創生】
AI活用型オンデマンドバス実証実験＆社会実装【地方創生＋市単独】
広域連携MaaSアプリ実証実験1/2【地方創生】
MaaSダッシュボード・データ連携基盤実証実験【関東経済産業局】 
新モビリティサービス事業計画策定支援事業【国土交通省】

自動運転公道＋校庭実証実験（Lv2、GSM、社会受容性向上目的）【地方創生】
自動運転インフラ協調実証実験【デジ田TW】
2025年高度無人自動運転サービス社会実装に向けた推進体制構築【内閣府・国土交通省「未来技術社会実装推進事業」】
2025年社会実装に向けた自動運転実証実験【国土交通省「自動運転実証調査事業」】
Maasダッシュボード構築【経済産業省「地域新MaaS創出推進事業」】
広域連携MaaSアプリ実証実験2/2【地方創生】
リテールMaaS実証実験【デジ田TW】
地域DX人材育成（自動運転・MaaS技術移転）【デジ田TW】

2023

2025年社会実装に向けた自動運転実証実験【国土交通省「自動運転実証調査事業」】
地域人材による自動運転サービス構築事業【デジ田 デジタル実装】
L4インフラ協調実証実験【国土交通省「路車協調システム実証事業」】
2025年高度無人自動運転サービス社会実装に向けた推進体制構築【内閣府・国土交通省「未来技術社会実装推進事業」】
Maasダッシュボード追加機能開発【デジ田地方創生】
MaaSアプリ機能拡張・実装【デジ田地方創生】
交通体系最適化検討【デジ田地方創生】
EVカーシェアリング【公社単独】



塩尻市交通DXへの地域住民参画

地域住民
（自営型テレワーカー）

参画
(DX)

運営支援
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公設クラウドソーシング×自営型テレワーク「KADO」

業務分類 業務内容

デジタルデータ作成
・画像認識AI教師データ作成

・自動運転用３次元地図データ作成

バックオフィス
・経理、調達、人事、財務等

・各種データ入力、キッティング

自治体系業務

・AIオンデマンドバスオペレーション
・DX関連実証実験サポート
・GIGAスクールサポート
・住民向けデジタル活用支援事業
・コロナ経済対策サポート
・ワクチン接種サポート
・DX関連業務（RPA、デジアナ変換等）
・ふるさと寄附業務オペレーション

GIGAスクール
サポート

オンデマンドバス
オペレーション

3次元地図作成

Since 2010
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他自治体にKADOモデル
を横展開（ワークシェア等）



事業スキーム

チーム
（塩尻）

リーダー
1～10人

チーム
（他拠点）

リーダー
1~3人

ディレクター
17名

マネージャー・営業

HR・人材育成担当

塩
尻
市
振
興
公
社

各自治体

民間プロ人材

民間プロ人材
※一部営業と兼務

塩尻市役所

業務委託
（一部プロボノ）

業務委託
（準委任）

クライアント
×約50

（企業、自治体）

営
業

公的与信・社会的意義・人的ネットワーク

技術・人的ネットワーク

生産管理・生産性向上
チームビルディング

スキルサポート

マネジメント
環境整備

要件定義・納品管理

業務チーム（案件毎）

業務委託
（一部プロボノ）

10～100人 10～50人

各種支援
（資金、環境等）

人材育成・就労サポート

業務コミュニケーション

業務コミュニケーション

業務分解
プロセス作成
マニュアル作成（一部）
品質・納期管理 等

サポート

業務委託
（一部パートナーシップ）

各種支援
（資金、環境等）
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KADO業務例：GIGAスクールサポート
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【塩尻市広報誌 令和3年11月号掲載記事】
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政策の目的

塩尻市 先端産業振興室／塩尻市振興公社

塩尻型
テレワーク

就職
起業

民間クラウド
ソーシング

等

• 時間が自由
• 安全安心な環境

• 時間的制約がある
• 自信がない

セーフティネット

• 報酬に上限
• 各種保障なし

一方で・・・

第1チャレンジ求職者

• 働く意志や能力があるにも関わらず時間的制約のある人を対象に、安心安全な働きやすい
「場」を整備することによって、多くの人の就労チャレンジを促進（第１チャレンジ）

• 仕事を通じて成長することによって、最終的には地域企業への就職等、社会参画を促進
（第2チャレンジ）

• ICTスキル、チームスキルを有する人材として地域の人材不足を解消
• 就職等に失敗しても、再度「KADO」がセーフティネットとして機能
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政策効果

都市部の企業

地域でのテレワーク

都市部の人材

地域の
テレワーク希望者

移住・ワーケーション

サテライトオフィス

“地域で”テレワーク
可能な仕事

業務の切り出し
アウトソーシング

マッチング
品質管理

ディレクション

ワークスペース

業務量拡大に伴う
現地オフィス開設

クライアント企業社員

スペース活用
業務連携

現
地
社
員
採
用

地方創生領域でのアライアンス
（自動運転・MaaS、障がい者雇用等）

本事業をきっかけに、
官民連携による自動運転・MaaS実証実験、
障がい者雇用、サテライトオフィス立地等に発展
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KADO業務例：自動運転用3次元高精細地図作成
【塩尻市広報誌 令和3年11月号掲載記事】
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塩尻市DX戦略 抜粋：実証実験への参画
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自動運転実証概要 2020FY-2023FY

塩尻市 先端産業振興室／塩尻市振興公社 26

2020年度 2021年度

◼ 市街地周遊
◼ 全長4.6km
◼ リエッセⅡ（埼工大）
◼ レベル２ 非遠隔
◼ 地域住民140名試乗

◼ 駅⇔桔梗ヶ原ワイナリー
◼ 全長5.8km
◼ JPN-Taxi 3台
◼ レベル２ 一部遠隔
◼ ITSスマートポール連携

◼ 駅前拠点⇔商業施設連携
◼ 全長7.4km
◼ GSM8改造型
◼ レベル２ 非遠隔
◼ 地域住民約200名試乗

◼ 駅⇔市役所
◼ 全長500m
◼ JPN-Taxi
◼ レベル3相当 非遠隔

202２年度

◼ 小学生対象試乗会
◼ 校庭１周 ２００ｍ
＋小学校周辺周遊

◼ GSM8改造型
◼ 教育委員会連携
◼ 児童約３00名試乗

◼ 国交省自動運転実証調
査事業

◼ 全長3.2kｍ
◼ レベル２ 非遠隔
◼ 固定型端末機・信号機
連携・遠隔監視・地域人
材運行・試乗

ワイナリー

塩尻駅

塩尻市役所

広丘駅
えんてらす

core塩尻

無印良品

志学館高校

2023年度

◼ 国土交通省自動運転実証調査事業・デジ田交付金
◼ 全長4.3km（朝・日中・夕方３ルート延べ）
◼ ティアフォー製Minibus（BYD J6ベース）
◼ レベル２ 非遠隔
◼ 地域住民７８１名試乗
◼ 試乗属性は地元高校生、親子連れ、高齢者、視察者
等。継続的な試乗希望多数

塩尻市
北部地域

塩尻市
中心市街地

表
示

◼ ２０２０年度からスマートポールによる路車協
調実証を実施中

◼ 自動運転車両走行ルート上の見通し悪い交差
点等においてスマートポールを設置、

◼ 自動運転車両・一般自家用車・ 歩行者・自転車
等に対してそれぞれの接近情報を共有

◼ ２０２３年度はLiDAR、カメラ等複数センサー
を設置し、各種センサーの精度検証を実施

走行実績

路
車
協
調

s スマートポール実証箇所

s

s

s

s

2020年度 2021年度 202２年度 2023年度



自動運転社会実装に向けたロードマップ
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１年を通じて自動運転
車両が運行され、地域
住民や来訪者が意識せ
ずに利用できる状況

目指す姿

• 地方創生やＤＸパー
トナー企業、研究機
関等の集積

• 新たな教育／体験機
会の創出

• 高齢者外出機会増加

社会インパクト

• 公共交通の拡充及び
持続性の向上
（運転士不足等）

• 自家用車中心社会か
らの脱却
（意識・行動変容）

解決したい地域課題



2023FY自動運転実証実験（国交省 自動運転実証調査事業）
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概要
市内中心市街地における新型EVバス型車両を用いた自動運転レベル２走行
実証及び事業性成立検証、受容性向上施策を実施する
実施期間：令和５年10月～令和６年1月
試乗期間：令和５年１２月及び令和６年１月に２週間程度実施予定

実施内容

走行ルート・運行時間

新型EV自動運転バスの導入 地域人材による運行体制構築

信号機連携固定型予約端末機及びWeb予約システムの導入 信号機連携予定交差点
固定型予約端末機設置予定施設

本実証事業により構築された車両、人材を活用し、2024年２月から３月にかけて、地域人材のみによる新型EV自動運転バスを使った試乗会を実施



2023FY自動運転実証実験（一般試乗）
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2023FY自動運転実証実験（一般試乗）
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2023FY自動運転実証実験（路車協調システム）
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自動運転実証実験 2024FY
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概要
塩尻駅⇔塩尻市役所間において、国内初となる一般公道混在空間の自動運
転レベル４運行（特定自動運行）を実施する。持続可能な自動運転サービスを
目指し、大手小売店や地域商店と連携した収益拡大施策を実施し、事業性確
立を目指す。
実施期間：令和6年6月～令和7年1月
試乗期間：令和6年12月及び令和7年１月に各２週間程度実施予定

実施内容

走行ルート

ティアフォー製Minibusを用いた
一般公道混在空間におけるレベル４走行

アルピコ・KADOによる
レベル４運行体制構築

信号機連携 小売連携・寄付金・広告・協賛金による
事業性確立検証
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自動運転サービスの地域人材へのスキルトランスファー
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技術移転（スキルトランスファー）



自動運転コンソーシアムの組成
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自動運転コンソーシアムの目指す姿
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自動運転の社会受容性向上に向けた取組
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自動運転の社会受容性向上に向けた取組
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自動運転の社会受容性向上に向けた取組
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自動運転の社会受容性向上に向けた取組
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自動運転の社会受容性向上に向けた取組
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見学会の様子

◼ 令和５年８月2５日に「先端技術の現場見学」と題し、core塩尻やKADOの地図製作現場、今年度導入予
定の新型EV自動運転バスを見学し、塩尻市が進めている先端技術実証を活用したキャリアプランニング
機会を提供

自動運転用高精度３次元地図作成現場

ティアフォー社員から新型EV車両と自動運転システムを説明

自動運転の地域インパクト（教育）

自動運転バス

✓ センサーやカメラで得られた情報をまとめて走ることで安全性もとて
もあり安心して利用できると思う。

✓ このような事業を先進的に取り組んでいるのは塩尻市だけだと思うの
で誇りに思いたい。

✓ 塩尻のためにたくさんの人達が働いていていることに驚いたし、塩尻
市民のために努力してくださっていてありがたいと思いました。

✓ 自動運転バスが、塩尻にしかないのもすごいと思った。今後自動運転バ
スが本格的に走るようになったら便利だと思った。

KADO

✓ 普通の地図と違いすべて点で表され、信号機などの色の情報や白線
の情報なども全て詰め込んでいて細かい地図だなと思った。

✓ 自分たちが普段通っているとこや知っている場所などの情報が点と
線で正確に表されていて驚きました

✓ どうやって3次元地図がつくられたのか分かった
✓ ずっと住んでいる塩尻にこんな場所があるなんて知らなかったので驚

いた
✓ 自動運転バスの地図をワーカーという人達が協力して作っていること

がすごいと思った。

見学会アンケート結果
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地域交通最適化に向けた取り組み（塩尻MaaS）
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AI活用型オンデマンドバス 広域連携MaaSアプリ

モビリティ・ダッシュボード 移動販売実証実験

◼ 利用者減少等を背景として、公共交通
の持続性が低下

◼ 実証運行を行う中でサービス水準を検証
し、市街地を運行する定時定路線バス
のオンデマンドバスへのサービスの代替
可能性を検証

◼ 市街地ゾーン内移動の交通利便性を
向上させ、公共交通への転換、市街地
の回遊性向上を目指すもの。

背景

目的

図：バス停カバーマップ

◼ コミバスのサービス改善、新モビリティ
サービスの導入や交通網の最適化を
図るためには、科学的根拠に基づく
施策立案や説明責任が求められる。

◼ 人流データなど複数の移動データを
掛け合わせた高度分析を行うこと
で、ニーズの深堀、移動実態の可
視化が可能となり、データに基づい
た交通政策立案を目指すもの。

すてっぷくん
データ

のるーと
データ

人流データ その他
投入
データ

データ
可視化
分析

データ
活用

政策の
仮説検証

事業のモニ
タリング

運用体制
整備

(KADO)

その他事業
(小売、観
光など)

モビリティ・ダッシュボード
（データ統合基盤）

◼ 本市には総合病院がなく、松本市へ
通院する必要があるものの、直通の
公共交通が存在しないため、医療
難民となり得る可能性がある。

◼ すてっぷくん・のるーと・など二次交通
の利用方法等の認知が乏しい。

◼ 2次交通を身近な手段に引き上げ、
マイカーから公共交通への転換を
促すとともに、社会的インパクト創
出を目指すもの。

背景

目的

◼ 農山部では小売店が閉店
し、遠方まで外出の必要
性があるが、振興バスの運
行便数も限定されている。

◼ 買物課題の解決・販売拠
点でのコミュニティ創出・農
山村地域における豊かな
暮らしの実現を目指すもの。

自宅 塩尻駅

松本駅 相澤病院

9:15 9:30

9:50 10:00

自宅から相澤病院へルートを検索

背景

目的

1

3

2

4

背景

目的

鉄道

タウンスニーカー



【塩尻MaaS】AI活用型オンデマンドバスの実証・実装
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運行実績

✓ 民間の路線バスの撤退に伴い導入した地域振興バスの利用者減、バス運転士の
不足という課題を解決するため、市内の市街地エリアにおいて既存の地域振興バ
スからの一部代替を目指しAI活用型オンデマンドバスの実証運行を実施。

✓ まちなかの便利な生活と農山村地域のゆとりある生活を両立するコンパクト・プラ
ス・ネットワークの実現を目指す。

項目 内 容

運行時間
平日 午前7:00~午後8:00
土曜 午前9:00~午後8:00
日祝 午前9:00~午後6:00  ※12月30日~1月3日運休

運賃 大人200円 /シニア、小児、障がい者、介護者100円 /乳幼児 無料
※直線距離で7㎞を超える場合、上記の倍額

予約方法 アプリケーション(のるーとアプリ、LINE)または電話

図：目指す将来像

背景、将来像

総乗客数 平均乗車時間 平均待ち時間 アプリ登録者

44,034人 9.6分 28分 6,372人
✓ 日当たり平均122

名が利用し、路線
バスの利用者数か
ら大幅に増加

✓ AIによる最適経
路生成により短
時間での移動
が可能に

✓ 時刻に縛られな
い柔軟性の高
い移動が可能

✓ 高齢者に加え、
生産年齢層の利
用者も増加

✓ 初回利用者は
2,381人

※ 令和5年4月1日〜令和6年3月31日の実績を掲載サービスの内容

⚫ 令和4年４月から一部市街
地において本格運行を開始

⚫ 段階的にエリアを拡大中

20FY

中
心

市
街
地

塩
尻
東

広
丘

片
丘

実証運行の予定

そ
の
他

21FY 22FY 23FY 24FY 25FY

※ 実証実験による住民意見、サービス水準などを考慮し、のるーとのエリア拡張、路線廃止は判断する。

すてっぷくん のるーと

通常運行

無償
実証

有償
実証

エリア拡張

通常運行

有償
実証

廃止

廃止

エリア拡張

通常運行 運行休止

有償
実証

通常運行

有償
実証

エリア拡張

通常運行
(楢川線、北小野線、洗馬線、宗賀線)

※ 2024年4月時点の内容を記載

エリア拡張



41.0%

59.0%

電話予約 アプリ予約

【塩尻MaaS】 KADOによるデジタルデバイド対策
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写真：のるーとコールセンター

予約の仕組み

サービス概要

◼ アプリが使えない利用者に対し、
サービス格差防止のため、自営型
テレワーク推進事業「KADO」によ
る電話での予約受付を実施。

◼ 塩尻市のほか、県外5〜8地域の
受付業務も請け負っており、15名
のテレワーカーが従事している。

◼ 受付時間は9:00〜17:00。地
域によっては土日祝も対応

利用者

アプリ

電話

利用者

クラウド

サーバ

・会員登録
・配車手配
・決済処理

電話受付

配車
指示

タブレット

◼ 月あたり平均2,600件、最大で月4000件超の受電
◼ 塩尻市は2名、県外最大8地域を2~3名の体制にてオペレー

ションを実施

◼ 電話予約は全体の約41%で高齢者ユーザーが中心

電話予約実績

※塩尻サイトにおける令和5年度の実績を掲載予約インターフェースの比率

電話受付件数

・本人確認
・決済実施

のるーとアプリ
または LINEアプリ

単位：件

1262 1265 1302 1289 1286 1342
1838

1583 1501
1293

1502 1529

90 98 167 184 173 167

177
202 179

178
193 217676 688

719 597 601 611

655

586
533

565
592 628

8
183

229
213

200 202
3 162 220

219

291
326170

137

230
382

33

21

30
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339
57

362

0
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4500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 1 0月 1 1月 1 2月 1月 2月 3月

塩尻 K市 U町 N市 R市 T町 T市 F市 S町

※令和5年度の実績を掲載



塩尻市DX戦略 抜粋：デジタル・デバイド対策

塩尻市 先端産業振興室／塩尻市振興公社 45



【塩尻MaaS事例】 アプリを中核とした交通DXサイクル
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【塩尻MaaS事例】 買い物支援MaaS実証実験

背景と目的 実施イメージ

背景

目的

➢ 定時定路線バスを運行するも、費用対効果の側面から農山村集落の
住民の課題を十分に解決するサービス水準を実現できていない。

➢ 近隣小売店が閉店し、遠方まで外出の必要性がある。
➢ 人口減少が進む農山村集落では、収益性の観点でビジネスとして持
続的な取り組みをすることが困難

➢ 買物課題の解決・販売拠点でのコミュニティ創出・新たな買物経験を
もたらし、農山村地域における豊かな暮らしの実現を目指すもの。

事業スキーム*

小野駅日出塩駅

宗賀支所
牧野公民館 地区内

グリスロ

地域内グリスロ
◼ 移動販売拠点までのラストワンマイルをつなぐ手段として、

支所周辺の集落内を巡回するグリスロを運行

市街地店舗商品の移動販売
◼ 遊休車両を活用し、市街地店舗商品の移

動販売を農山村の地域内拠点で実施

市街地店舗 地域内拠点

商品輸送

北小野支所

市街地
小売店舗

地域内拠点

塩尻駅

推進スケジュール

年度 2022年度 2023年度 2024年度

実証実験

サービス構想
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移動販売実証
買物課題の解決を目指した

サービスの在り方を検討

ニーズ調査・事業有用性検証



【塩尻MaaS事例】 EVカーシェアリング
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サービス概要

車両 
日産 サクラ（電気自動車）
導入台数

2台
設置場所
ウイングロードビル 4F駐車場
車両航続距離

180km（カタログ値）
利用者

core塩尻パートナー会員、塩尻市振興公社職員
利用時間
平日 9－19時

※土日祝・夜間における一般利用者を含む利用拡大は別途検討

背景

目的・展望

➢ core塩尻開所による企業からの新規ニーズ
➢ ゼロカーボンへの取組み（EV)
➢ 既存社用車の老朽化による買替タイミング

➢ EV車両によるフリートマネジメント・カーシェア
リングを検討することで、企業への提供価値向
上、MaaS事業との連動等を目指すもの
➢ core塩尻パートナー企業向けの価値提供
➢ 新モビリティの実証・MaaS連携
➢ EV車両の導入による環境配慮行動

スキーム

塩尻市振興公社

システム・充電器

フリートマネジメント
＆

カーシェアリング

サクラ2台導入
ウイングロード駐車場

スケジュール

2023FY 2024FY ２０２５FY以降

振興公社導入 振興公社実運用

市役所公用車管理検討
（フリートマネジメント）

車両リース

運営・管理

core塩尻パートナー企業 サービス展開

対面不要で
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塩尻MaaSの目指す姿
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自動運転・MaaSから都市機能の創出へ
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塩尻市が先進的に取り組んできた自動運転、MaaS、KADO（デジタル人材活躍）…

それらの事業で培った産学官のネットワークと共創ノウハウを総動員し、

革新的な都市機能を創出する地域DXの拠点「地域DXセンター」を整備（R4年度）

塩尻市中心市街地に集約する地域DXを支える公共施設郡

自動運転走行エリア



地域DXセンター「core塩尻」概要
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地域住民共創スペース

サテライトオフィス
スペース

コワーキング
スペース

1．地域の声やアイディアを集約

2．セクターを超えた共創

3．最先端の技術の実証・活用

4．地域デジタル人材の育成・輩出

5．塩尻発の発信・展開

最先端の技術を活用し、
まちに変革を起こし続ける場所



地域DXセンター「core塩尻」
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地域DXセンター「core塩尻」
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地域DXセンター「core塩尻」構想

地方創生拠点整備交付金
デジタル田園都市国家構想推進交付金
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地域DXセンターの目指す姿
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今後の展望

塩尻市 先端産業振興室／塩尻市振興公社 56

凡例：

事業テーマ

日本全国自治体
（地方中核都市）

海外

近隣自治体
（松本、安曇野等）

小さな成功体験の創出 市内全域への浸透 他地域への展開

デジタル基盤

自動運転

・・・

MaaS

観光

小売

カーボンニュートラル

食／医療

1st STEP 2nd STEP 3rd STEP

• 地域DXの一環でMaaS・自動運転を起点に、幅広い分野に取り組みを拡張
• 域外への“輸出”を目指し、塩尻のみならず、その他自治体やひいては世界に貢献
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地域
交通課題の

解決

就労
セーフティ

ネット

KADO

デジタル
リスキリング

MaaS
のるーと

自治体
DX
戦略

小中高
キャリア

教育

産学官
クラスタ

形成

地域
デジタル

人材

UVP（Uniq Value Proposition）に
経営資源（ヒト・カネ）を重点投入

デジタル
インフラ

省庁
自治体
連携

しごと

地図制作
運行

サポート

自動運転

最先端の技術を活用し、
まちに変革を起こし続ける場所



連絡先

本資料に関するお問い合わせは下記までお願いいたします。

塩尻市 商工観光部 先端産業振興室
室長 太田 幸一

電話：0263-52-0280（代表）
メール：oota@shiojiri.com
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